
四国における新幹線について

（４）新幹線建設の費用負担

（２）最近の整備新幹線事業の予算
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北海道新幹線（新函館北斗～札幌） 北海道新幹線（新青森～新函館北斗） 東北新幹線（八戸～新青森）
北陸新幹線（長野～金沢） 北陸新幹線（金沢～敦賀） 九州新幹線（博多～新八代）
九州新幹線（武雄温泉～長崎） 国費

　昭和４８年に 「基本計画」 決定 （大臣告示）

　○四国新幹線 （ケース①）

　　  　起点：大阪市 から 終点：大分市

　　　　経由地：徳島市付近 高松市付近 松山市付近

　○四国横断新幹線（ケース②）

　　　　起点：岡山市　から 終点：高知市

　昭和５８年
　紀淡海峡の調査を指示
　　　　　↓
　平成２０年以降
　調査の予算措置がされず
　　　　　↓
　現在まで調査が
　事実上、中断されたまま

（大臣告示） （大臣告示） （連絡会案）

徳島県の負担区間

H22.12 開業 東北新幹線開業

H23. 3  開業 九州新幹線（博多～新八代） 

H27. 3 開業
北陸新幹線
（長野～金沢） 

※新規計上
　 北陸新幹線（金沢～敦賀）
　 北海道新幹線（新函館北斗～札幌） 

H28. 3 開業
北海道新幹線 
（新青森～新函館北斗） 

※予算 大幅増
　 北陸新幹線（金沢～敦賀）

R4. 9 開業
西九州新幹線
（長崎～武雄温泉） 

R6. 3 完成予定
北陸新幹線
（金沢～敦賀） 

H28.3
開業

H27.3
開業

R4.9
開業

R12末
完成予定

 出典：H26 四国の鉄道高速化連絡会（現 四国新幹線整備促進期成会）作成資料に加筆

R12末 完成予定
北海道新幹線
（新函館北斗～札幌） 

出典：国土交通省予算資料より徳島県作成

出典：福井県ホームページより徳島県作成

 出典：国土交通省作成資料に加筆

　☑四国における新幹線においては、基本計画から約50年間進展していない

☑告示されている2路線（ケース①・②）のB/Cは1.0未満
☑連絡会案（ケース③）はB/Cが1.0を超える

☑政府の「経済財政運営と改革の基本方針2023」で「基本計画路線」の調査検討が本文に記載
☑上記の「基本方針」や「整備新幹線事業予算の推移」から、今後の展開に期待

【参考】  北陸新幹線 （金沢～敦賀）

　　　　   福井県負担割合

（３）四国における新幹線計画の連絡会による基礎調査結果（１）整備新幹線（全国新幹線鉄道整備法 昭和45年法律第71号）の現状

R6.3
開業予定

ケース① ケース② ケース③


